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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第２四半期連結
累計期間

第66期
第２四半期連結

累計期間
第65期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 4,637,190 4,367,205 9,256,906

経常損失（△） （千円） △30,994 △149,505 △128,029

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △34,705 △122,465 △122,904

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △12,872 △150,811 15,859

純資産額 （千円） 5,394,358 5,239,732 5,422,825

総資産額 （千円） 9,722,568 9,579,563 9,602,994

１株当たり四半期（当期）純損失金

額（△）
（円） △3.23 △11.42 △11.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 55.5 54.7 56.5

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 12,825 △67,973 △37,580

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △7,318 65,702 △51,482

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △146,011 61,917 △49,133

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 935,723 997,678 938,032

 

回次
第65期

第２四半期連結
会計期間

第66期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 3.26 △3.43

　（注）1.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

2.売上高には、消費税等は含まれておりません。

3.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

4.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期（当期）純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失」としております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済・金融政策により、景気は緩やかな回復傾向が

見られるものの、一方で個人消費につきましては、円安等による物価上昇の影響もあり持ち直しの動きに遅れが

見られ、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社グループの属する和装業界におきましても、市場縮小傾向にやや下げ止まり感はあるものの、引き続き厳

しい状況で推移いたしました。

このような状況の下、当社グループは、事業部門間の取扱商品の相乗効果による販売の強化や積極的な新ブラ

ンド等の商品開発、販売チャンネルの拡充を図るとともに、販売促進企画の提案や催事展開の効率化、固定費の

削減など営業効率の改善に努めてまいりました。

結果といたしまして、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,367百万円と前年同期比269百万円（5.8％）の減

少、営業損失は161百万円（前年同期は32百万円の営業損失）、経常損失は149百万円（前年同期は30百万円の経

常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は122百万円（前年同期は34百万円の親会社株主に帰属する四半期

純損失）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①きもの事業

きもの事業におきましては、消費低迷の影響から厳しい状況で推移いたしました。このような状況の下、当

事業では、消費者の方への商品提案に心がけた「和」の文化を活かしたブランド商品や、タレントのローラを

起用した振袖ブランド「ＲＯＬＡ」等の他、新たに世界的有名ブランドの「ＭＩＣＨＩＫＯ　ＬＯＮＤＯＮ」

のブランドを展開、また、リーズナブルな商品の展開も行うとともに、小売店頭活性化への販売促進企画の提

案や得意先催事への応援強化等積極的な営業活動の展開と事業効率の改善に努めてまいりました。結果といた

しまして、売上高は2,862百万円と前年同期比77百万円（2.6％）の減少、セグメント損益におきましては54百

万円のセグメント損失（前年同期は９百万円のセグメント損失）となりました。

②ジュエリー事業

宝石業界におきましては、引き続き厳しい状況で推移いたしました。このような状況の下、当事業では、主

力ブランドであるスペインの「カレラ イ カレラ」の展開、また、ダイヤ及び色石等素材商品につきましては

ファッション性と価格競争力の強化を図るとともに、得意先催事に対する積極的な販売促進企画の提案、在庫

の縮減等事業効率の改善に努めてまいりました。結果といたしまして、売上高は670百万円と前年同期比24百万

円（3.6％）の減少、セグメント利益におきましては８百万円と前年同期比４百万円（37.0％）の減少となりま

した。

③ファッション事業

毛皮・レザー等の重衣料商品全般は、カジュアル化傾向による単価の下落等により厳しい状況で推移いたし

ました。このような状況の下、当事業では、季節変動の影響を受けにくいオストリッチやクロコダイル等、爬

虫類素材の高級ハンドバッグの拡販に努めるとともに、商品管理の徹底や催事効率の改善等、事業効率の向上

に努力してまいりました。結果といたしまして、売上高は834百万円と前年同期比167百万円（16.7％）の減

少、セグメント利益におきましては14百万円と前年同期比46百万円（76.2％）の減少となりました。
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(2)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、997百万円となり前年同

期に比べ61百万円増加いたしました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により使用した資金は67百万円（前年同期は12百万円の獲得）となりました。主な要因は仕入債務

の増加額108百万円、売上債権の減少額37百万円に対し、税金等調整前四半期純損失121百万円、たな卸資産の

増加額66百万円によります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により獲得した資金は65百万円（前年同期は７百万円の使用）となりました。主な要因は投資有価

証券の売却による収入63百万円に対し、有形固定資産の取得による支出７百万円によります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により獲得した資金は61百万円（前年同期は146百万円の使用）となりました。主な要因は短期借入

金の純増額230百万円に対し、長期借入金の返済による支出99百万円、配当金の支払額32百万円によります。

 

(3)　事業上及び財務上対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

(4)　研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 41,380,000

計 41,380,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,000,000 11,000,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 11,000,000 11,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成27年７月１日～

　平成27年９月30日
－ 11,000,000 － 1,857,196 － 1,577,320
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

フリージア・マクロス株式会社 東京都千代田区外神田６丁目8-3 927 8.43

ウライ社員持株会 京都市下京区室町通綾小路上る鶏鉾町498 794 7.22

ウライ共栄会 京都市下京区室町通綾小路上る鶏鉾町498 736 6.69

裏井紳介 京都市伏見区 569 5.18

株式会社京都銀行

（常任代理人　資産管理サービ

ス信託銀行株式会社）

京都市下京区烏丸通松原上る薬師前町700

（東京都中央区晴海1－8－12晴海アイラ

ンドトリトンスクエアオフィスタワーＺ

棟）

530 4.82

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2-7-1 460 4.18

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内1-1-2 350 3.18

株式会社みずほ銀行

（常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社）

東京都千代田区大手町1-5-5

（東京都中央区晴海1－8－12晴海アイラン

ドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟）

240 2.18

裏井晶子 京都市伏見区 236 2.15

森田　亮 滋賀県大津市 225 2.05

計 － 5,068 46.07

（注）上記のほか、自己株式が273千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

273,000
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

10,688,000
10,688 －

単元未満株式
普通株式

39,000
－

１単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数 11,000,000 － －

総株主の議決権 － 10,688 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ウライ㈱

京都市下京区室町

通綾小路上る鶏鉾

町498番地

273,000 － 273,000 2.48

計 － 273,000 － 273,000 2.48

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 938,032 997,678

受取手形及び売掛金 3,171,093 3,129,008

商品及び製品 2,003,554 2,070,517

その他 114,042 113,868

貸倒引当金 △58,400 △48,700

流動資産合計 6,168,322 6,262,373

固定資産   

有形固定資産   

土地 933,126 933,126

その他（純額） 991,017 964,676

有形固定資産合計 1,924,144 1,897,803

無形固定資産 6,305 5,176

投資その他の資産   

投資有価証券 861,716 782,263

退職給付に係る資産 102,760 101,772

その他 629,383 624,494

貸倒引当金 △89,638 △94,319

投資その他の資産合計 1,504,222 1,414,210

固定資産合計 3,434,671 3,317,190

資産合計 9,602,994 9,579,563

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,559,887 1,668,096

短期借入金 1,258,372 1,488,372

1年内償還予定の社債 58,000 58,000

未払法人税等 12,571 12,133

賞与引当金 72,200 71,650

売上割戻引当金 10,445 9,336

返品調整引当金 38,014 37,310

その他 300,690 275,262

流動負債合計 3,310,180 3,620,160

固定負債   

社債 87,000 58,000

長期借入金 292,612 193,426

その他 490,376 468,244

固定負債合計 869,988 719,670

負債合計 4,180,168 4,339,831
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,857,196 1,857,196

資本剰余金 1,577,320 1,577,320

利益剰余金 4,405,870 4,251,223

自己株式 △23,233 △23,333

株主資本合計 7,817,153 7,662,406

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 298,491 271,616

土地再評価差額金 △2,793,129 △2,793,129

退職給付に係る調整累計額 100,310 98,839

その他の包括利益累計額合計 △2,394,327 △2,422,673

純資産合計 5,422,825 5,239,732

負債純資産合計 9,602,994 9,579,563
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 4,637,190 4,367,205

売上原価 3,004,699 2,859,246

売上総利益 1,632,491 1,507,959

返品調整引当金戻入額 33,544 38,014

返品調整引当金繰入額 36,756 37,310

差引売上総利益 1,629,279 1,508,663

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 60,188 57,937

販売促進費 316,802 316,251

広告宣伝費 35,458 36,430

貸倒引当金繰入額 △23,182 △3,064

役員報酬 38,580 43,740

給料手当及び賞与 525,373 522,874

賞与引当金繰入額 71,450 71,650

退職給付費用 70,037 50,279

福利厚生費 100,671 80,504

旅費及び交通費 243,718 241,267

減価償却費 30,851 36,877

その他 191,401 215,681

販売費及び一般管理費合計 1,661,352 1,670,429

営業損失（△） △32,072 △161,766

営業外収益   

受取利息 193 1,554

受取配当金 6,148 6,084

不動産賃貸料 22,610 26,874

貸倒引当金戻入額 － 219

その他 8,511 3,324

営業外収益合計 37,463 38,057

営業外費用   

支払利息 11,629 9,221

社債利息 1,096 782

不動産賃貸費用 18,191 12,430

貸倒引当金繰入額 544 －

その他 4,924 3,361

営業外費用合計 36,385 25,795

経常損失（△） △30,994 △149,505

特別利益   

投資有価証券売却益 － 28,184

特別利益合計 － 28,184

税金等調整前四半期純損失（△） △30,994 △121,321

法人税、住民税及び事業税 2,837 2,709

法人税等調整額 874 △1,565

法人税等合計 3,711 1,144

四半期純損失（△） △34,705 △122,465

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △34,705 △122,465
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純損失（△） △34,705 △122,465

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 23,914 △26,875

退職給付に係る調整額 △2,082 △1,471

その他の包括利益合計 21,832 △28,346

四半期包括利益 △12,872 △150,811

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △12,872 △150,811

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

 

EDINET提出書類

ウライ株式会社(E02919)

四半期報告書

12/20



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △30,994 △121,321

減価償却費 34,056 39,853

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △21,355 987

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △139 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △20,750 △550

貸倒引当金の増減額（△は減少） △113,256 △5,019

返品調整引当金の増減額（△は減少） 3,212 △704

その他の引当金の増減額（△は減少） △1,569 △1,109

受取利息及び受取配当金 △6,281 △6,179

支払利息 11,629 9,221

社債利息 1,096 782

投資有価証券売却損益（△は益） － △28,184

売上債権の増減額（△は増加） 225,246 37,146

たな卸資産の増減額（△は増加） △251,539 △66,963

仕入債務の増減額（△は減少） 191,589 108,209

未払消費税等の増減額（△は減少） △16,369 △32,478

その他 △10,134 7,865

小計 △5,558 △58,441

利息及び配当金の受取額 6,282 6,170

利息の支払額 △12,081 △9,985

法人税等の支払額 － △5,717

法人税等の還付額 24,182 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,825 △67,973

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 2,000 －

有形固定資産の取得による支出 △18,245 △7,887

投資有価証券の取得による支出 △2,000 －

投資有価証券の売却による収入 － 63,368

貸付けによる支出 △300 －

貸付金の回収による収入 3,000 200

会員権の売却による収入 － 910

保険積立金の解約による収入 － 4,640

その他 8,227 4,471

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,318 65,702

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △250,000 230,000

長期借入れによる収入 230,000 －

長期借入金の返済による支出 △60,840 △99,186

社債の償還による支出 △29,000 △29,000

リース債務の返済による支出 △3,900 △7,615

自己株式の取得による支出 △81 △99

配当金の支払額 △32,189 △32,181

財務活動によるキャッシュ・フロー △146,011 61,917

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △140,504 59,646

現金及び現金同等物の期首残高 1,076,228 938,032

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 935,723 ※１ 997,678
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成25年９月13日。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主

持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連

結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 

 

 

前第２四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日

至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自 平成27年４月１日

至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 935,723千円 997,678千円

現金及び現金同等物 935,723千円 997,678千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 32,189 3  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 32,181 3  平成27年３月31日  平成27年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）2

 きもの事業
ジュエリー

事業
ファッション

事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 2,940,039 695,609 1,001,542 4,637,190 － 4,637,190

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 2,940,039 695,609 1,001,542 4,637,190 － 4,637,190

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
△9,363 12,921 60,656 64,214 △96,287 △32,072

（注）1．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△96,287千円は各報告セグメントに配分していない全社費

用であります。全社費用は総務・人事・経理・情報部門等の管理部門に係る費用であります。

2．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）2

 きもの事業
ジュエリー

事業
ファッション

事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 2,862,215 670,679 834,311 4,367,205 － 4,367,205

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 2,862,215 670,679 834,311 4,367,205 － 4,367,205

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
△54,923 8,141 14,457 △32,324 △129,442 △161,766

（注）1．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△129,442千円は各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は総務・人事・経理・情報部門等の管理部門に係る費用であります。

2．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △3円23銭 △11円42銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）
△34,705 △122,465

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）
△34,705 △122,465

普通株式の期中平均株式数（株） 10,729,455 10,726,881

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

当社は、平成27年11月11日開催の取締役会において、以下のとおり、いわゆるマネジメント・バイアウト（ＭＢ

Ｏ）（注）の一環として行われる株式会社モスト・ユー（以下「公開買付者」といいます。）による当社の発行済

普通株式（以下「当社普通株式」といいます。）に対する公開買付け（以下「本公開買付け」といいます。）に関

して賛同の意見を表するとともに、当社の株主の皆様に対し本公開買付けに応募することを推奨することを決議い

たしました。

なお、当該取締役会決議は、公開買付者が、本公開買付け及びその後の一連の手続を実施することにより当社を

完全子会社とすることを企図していること、並びに、当社普通株式が上場廃止となる予定であることを前提として

行われたものであります。

（注）「マネジメント・バイアウト（ＭＢО）」とは、一般に、買収対象会社の経営陣が、買収資金の全部又は

一部を出資して、買収対象会社の事業の継続を前提として買収対象会社の株式を取得する取引をいいます。

 

１．公開買付者の概要

（1） 名 称 株式会社モスト・ユー

（2） 所 在 地
京都府京都市下京区室町通綾小路西入善長寺町140番地1グランドビル

21・406号

（3） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長　裏井　紳介

（4） 事 業 内 容
公開買付者は当社の株券等を取得及び所有すること並びに当社の事業

活動を支配及び管理すること等を事業の内容としております。

（5） 資 本 金 500,000円（平成27年11月11日現在）

（6） 設 立 年 月 日 平成27年９月１日

（7）
大 株 主 及 び 持 株 比 率

（平成 27年 11 月 11 日現在）

裏井　紳介　　　　　　　　　　　　　　　　　　50.00％

森田　亮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50.00％

（8） 上場会社と公開買付者の関係  

 資 本 関 係

公開買付者は、本日現在、当社普通株式は一切保有しておりません。な

お、公開買付者の議決権をそれぞれ50％保有している裏井紳介氏及び森

田亮氏は、それぞれ当社普通株式571,492株（所有割合（注1）

5.33％）、227,795株（所有割合2.12％）を所有しております。（注2）

 人 的 関 係

当社の代表取締役会長である裏井紳介氏が、公開買付者の代表取締役

社長を、当社の代表取締役社長である森田亮氏が、公開買付者の取締

役を兼任しております。

 取 引 関 係 当社と公開買付者との間には、記載すべき取引関係はありません。

 関 連 当 事 者 へ の 該 当 状 況

当社の代表取締役会長である裏井紳介氏が、公開買付者の代表取締役

社長を、当社の代表取締役社長である森田亮氏が、公開買付者の取締

役を務めるとともに、公開買付者の議決権をそれぞれ50％所有してお

り、当社の関連当事者に該当します。

（注１）「所有割合」とは、当社が平成28年８月12日に提出した第66期第１四半期報告書（以下「本四半期報告書」

といいます。）に記載された平成27年６月30日現在の当社の発行済株式総数（11,000,000株）から、本四半

期報告書に記載された当社が平成27年６月30日現在所有する自己株式数（273,264株）を控除した株式数

（10,726,736株）に対する割合をいい、小数点以下第三位を四捨五入して計算しています。以下同じです。

（注２）裏井紳介氏及び森田亮氏は当社の役員持株会の会員であり、役員持株会を通じた持分としてそれぞれ、2,132

株（小数点以下切捨て、所有割合0.02％）、2,795株（小数点以下切捨て、所有割合0.03％）に相当する当

社普通株式を間接的に所有しており、上記裏井紳介氏及び森田亮氏の所有当社普通株式数571,492株、

227,795株には当該役員持株会を通じた持分として間接的に所有している当社普通株式が含まれておりま

す。
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２．本公開買付けの概要

（１）公開買付者が買付け等を行う株券等の種類

普通株式

（２）買付け等の期間

平成27年11月12日（木曜日）から平成27年12月25日（金曜日）まで（30営業日）

（３）買付け等の価格

普通株式１株につき、金270円

（４）買付予定の株券等の数

買付予定数       10,726,736株

買付予定数の下限 7,151,000株

買付予定数の上限 なし

（５）公開買付開始公告日

平成27年11月12日（木曜日）

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

  平成２７年１１月１１日  

ウライ株式会社    

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 髙橋　一浩　　印  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 岩淵　貴史　　印  

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているウライ株式会

社の平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２７年７月１日

から平成２７年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２７年４月１日から平成２７年９月３０日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半

期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ウライ株式会社及び連結子会社の平成２７年９月３０日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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